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Maki Fine Arts 5周年記念展  

「控えめな抽象」（末永史尚キュレーション） 

高橋信行・田中和人・末永史尚・佐々木耕太・松延総司 

2015年10月31日（土） - 11月15日（日）  
オープニングレセプション : 10月31日（土）18:00 – 20:00 

協力：BASE GALLERY, HAGIWARA PROJECTS 
 

       
 

 

 

   
 

 

 

        

高橋信行「裏山へ続く道」 

2014年、アクリル、キャンバス、130.3×97cm 

Courtesy of BASE GALLERY 

末永史尚「水平器」 

2015年、合板にアクリル、60×5×2cm 

松延総司「Direction of Materials」 

2010年、紙、インクジェットプリント、サイズ可変 

Courtesy of HAGIWARA PROJECTS 

佐々木耕太「Gallery #11」 

2015年、Oil on cotton mounted on panel、1167×910mm 

田中和人「pLastic fLowers #25」 

2015年、analog chromogenic print (hand printed by artist) 

image : 470x357mm  / sheet : 560x457mm 

mailto:info@makifinearts.com


 
www.makifinearts.com 

1F Kurokawa Bldg, 4 Kaitaicyo, Shinjuku-Ku, Tokyo 162-0802 

Email: info@makifinearts.com  Tel : +81-(0)3-5579-2086 

 

 

この度、Maki Fine Artsはギャラリー設立から5周年を迎える事となりました。皆様方のご支援、ご協力の賜と深く感

謝申し上げます。5周年記念の展覧会として、アーティスト 末永史尚氏のキュレーションによるグループ展「控えめ

な抽象」を10月31日（土）より開催致します。是非ご高覧下さい。 
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控えめな抽象 discreet abstraction 

末永史尚 

 

私が見たいのは、既存の作品の記憶や日常の見慣れた視覚をすり抜けた先に見える作品である。 

既に多くの良い／美しい作品があるのだから、もはや作らずとも良いではないか、とする考えもあるかも知れないが、

それらはインターネットもデジタル写真も低コストの複製技術も存在しない頃に出来たものであり、今とは別体系の

の視覚世界での造作物なのである。よって今の視覚経験を消化したうえで制作という営為と結びつけ残すことには

意義があるし、そこから既存とは別の美は生じうると考えている。それは自分がたまたま持ってしまったスタイルを既

存の作品に結びつけることや、直接的なコミュニケーションで時代感を共有するようなものではなく、距離を感じ取り、

その差異を飲み込んだ先にようやく見つかるようなものではないか。その一つの可能性として、「控えめな抽象」とい

う言葉を与えてみたい。 

 

抽象は、認識された時に非対称的なものとして現れたため、何も表象しないもの、あるいはジャンルの自律の問題と

して半世紀近く展開してきた。しかし私は対象を持たないことよりも慣れた絵画的、彫刻的視覚をすり抜け、切れ目

を与えたことにこそに意味があったのではないか、と考えている。抽象は非対象か否かに関係なく生じる。具体的な

モチーフを指示するタイトルを持ち、像に結びつけることができるパウル・クレーの作品が抽象絵画の歴史初期でも

代表的なものとして認識されるのは、そういうことではないか。 

 

本展に出品するアーティストは、作品の組み立てかたとしては具体的なモチーフを持ち、それの写しであることが多

いのであるが、そこから受け取る印象はその意味での抽象だと私が受け止めている作品を制作している。佐々木耕

太は実際に行ったことのないアートにまつわる場所の建築模型を制作し、それを描く絵画作品を制作している。図

的な要素と油彩のマテリアル、また視点位置の設定によって絵画鑑賞の体験をずらされる。高橋信行の絵画は洋

画、日本画、木版画、写真、それぞれの視覚的要素を持ちながら、そのどれにも属さない状態で均衡している。田

中和人は写真が視点を持っているという見る側の信頼を巧みに操ることによって写真的視覚を脱臼させている。松

延総司は物体をトレースし、テクスチュアをずらすことで日常的に物をみている感覚に介入している。 

彼等は具象的手法を転用することで作品を制作しているが、そこから受け取るのは既存の作品の感覚をすり抜けた、

別体系の作品感覚であり、あからさまな抽象ではないー控えめな抽象である。 
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■展覧会名 Maki Fine Arts 5周年記念展 「控えめな抽象」 高橋信行・田中和人・末永史尚・佐々木耕太・松延総司 

■会期  2015年10月31日（土） - 11月15日（日） 

オープニングレセプション：10月31日（土）18:00 – 20:00 

■会場  Maki Fine Arts 

〒162-0802  東京都新宿区改代町4 黒川ビル1F 

Web : www.makifinearts.com / Tel：03-5579-2086 / E-mail: info@makifinearts.com 

■営業時間  水曜 – 日曜  12：00 – 19:00 

■定休日  月・火・祝祭日 

mailto:info@makifinearts.com

